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当面の日程

県本部の活動がホームページでご覧いただけます　http://www.jichiro-gifu.jp/

2010年6月1日 （第822号）

岐阜市今小町１５（ＴＥＬ０５８－２６５－３１３５）
自治労岐阜県本部教育宣伝部発行
責任者・櫻井靖雄　編集者・子安英俊

6月号
2010
第822号

6月　　　４日
11～13日
　　12日

　19日

　25～26日
　　26日
　　27日

フォーラム岐阜総会（岐阜市・市勤労会館）
自治労青年女性中央大交流集会（山中湖）
岐阜の地域医療を考えるシンポジウム2010（土
岐市・文化プラザ）
青年部学習会・単組代表者会議（関市・福祉会館）
現評高齢者集会（土岐市・文化プラザ）
レディースフォーラム（郡上市・郡上高原ホテル）
県本部バレーボール大会（岐阜市・北部体育館）
岐阜県地方自治研究センター総会（岐阜市・十八楼）

えさき たかしえさき たかし
民主党公認・自治労組織内協力候補

民主党公認・連合岐阜推薦候補

山下 八洲夫山下 八洲夫
【山下八洲夫選挙事務所】
円徳寺（岐阜市神田町6）

▶5月15日（土）
山下八洲夫さんの
選挙事務所が開設
されました。近くへお
越しの際は是非お
立ち寄り下さい。

JR岐阜駅

円徳寺

名鉄岐阜

　

参
議
院
選
挙
に

お
け
る
「
え
さ
き

た
か
し
」
さ
ん
の

必
勝
に
向
け
て
、

自
治
労
本
部
・
徳

永
秀
昭
中
央
執
行

委
員
長
を
迎
え
、

「
語
る
会
」
を
開

催
し
20
単
組
45
人

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
櫻
井
委

員
長
は
「
今
日
は

参
議
院
選
挙
に
お
け
る
『
え
さ

き
た
か
し
』
さ
ん
の
必
勝
に
向

け
意
思
決
定
す
る
場
と
し
た

い
。
一
票
一
票
の
基
礎
固
め
、

そ
し
て
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。
県
本
部
の
組
合
員
は
1
7
，

0
0
0
人
、
前
回
の
参
議
院
選

挙
を
上
回
る
票
を
獲
得
で
き
る

よ
う
、
残
り
期
間
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

徳
永
委
員
長
は
、
「
昨
年
政

権
交
代
が
実
現
し
、
今
ま
で
で

き
な
か
っ
た
運
動
を
具
体
的
に

展
開
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
後
も
地
方
や
現
場
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線
で
働
く

私
た
ち
の
声
を
届
け
る
役
割
が

あ
る
」
と
述
べ
、
現
政
権
に
お

け
る
自
治
労
の
影
響
力
と
責
任

の
大
き
さ
を
強
調
し
、
「
自
治

労
が
こ
れ
か
ら
の
政
権
運
営
の

中
で
最
大
限
の
力
を
発
揮
し

政
策
課
題
を
実
行
し
て
い
け

る
か
を
か
け
た
重
要
な
選
挙

だ
」
と
述
べ
、
今
回
の
参
議

院
選
挙
を
大
変
重
要
な
選
挙

だ
と
位
置
づ
け
た
。
し
か

し
、
民
主
党
の
支
持
率
が
低

迷
す
る
中
、
「
え
さ
き
た
か

し
」
は
当
選
ラ
イ
ン
に
達
し

て
い
な
い
と
分
析
。
「
え
さ

き
さ
ん
が
当
選
す
る
こ
と
で

自
治
労
が
今
ま
で
提
言
し
て

き
た
政
策
や
自
治
労
運
動
が

さ
ら
に
前
進
す
る
。
自
治
労

90
万
組
合
員
が
総
結
集
し
、

み
な
さ
ん
の
力
で
『
え
さ
き

た
か
し
』
を
当
選
さ
せ
国
会

へ
送
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

  

最
後
に
、
櫻
井
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、「
え
さ

き
た
か
し
」
必
勝
を
誓
い
合

っ
た
。

第22回参議院議員選挙（７月）

わたしたちの声を
　　国会へ届けよう
わたしたちの声を
　　国会へ届けよう

自治労岐阜県本部は、比例代表「えさきたかし」、岐阜県選挙区「山下八洲夫」
の推薦を決定し、参議院選挙での必勝に向けてたたかいます。

▲自治労本部・徳永委員長

比
例
代
表
は

比
例
代
表
は

候補者名での
投票を!!
候補者名での
投票を!! 比例代表選挙は非拘束名簿式となって

います。
非拘束名簿式では、有権者が候補者名
または政党名のいずれかを記載して
投票します。
名簿では当選順位は決めておらず、有
権者は当選させたい候補者を選ぶこと
ができます。先へ　先へ

え さ き た か しえ さ き た か し

さき さき

必勝に向け、
自治労本部徳永委員長と語る会を開催

2010年５月19日
～岐阜市・都ホテル～ 県内各地でメーデーが開催されました県内各地でメーデーが開催されました

▶岐阜市内を
　デモ行進

　県本部第32回野球大会は、５月８～
９日の２日間、岐阜市の「ファミリー
パーク」「市民球場」で開催し８チーム
が参加した。
　優勝した大垣市労連は３年ぶり11
回目となり、全国大会出場をかけて、７
月31～８月１日、津市で開催される東
海地連大会に出場する。
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職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
を

実
現
す
る
た
め
に
、
自
治
労
が

男
女
平
等
産
別
統
一
闘
争
に
取

り
組
ん
で
９
年
目
を
迎
え
ま

す
。

■
２
つ
の
意
義

　

第
１
に
『
女
性
の
参
画
を
広

げ
、
よ
り
多
く
の
組
合
員
に

と
っ
て
組
合
を
身
近
に
す
る
こ

と
』
、
第
２
に
『
男
性
と
女
性

が
と
も
に
仕
事
と
家
庭
生
活
の

両
立
を
は
か
る
こ
と
で
、
職
場

と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
、
ひ
い
て
は
労
働
課
題
と
地

域
課
題
を
有
機
的
に
結
び
つ
け

る
こ
と
』
で
す
。

　

職
場
環
境
の
改
善
と
い
う
労

働
運
動
の
課
題
と
、
自
治
体
改

革
運
動
の
推
進
を
男
女
平
等
の

視
点
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と

は
、
労
働
組
合
の
社
会
的
貢
献

を
可
能
に
し
、
社
会
に
お
け
る

労
働
組
合
の
存
在
感
を
高
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
運
動
の
重
点
課
題

①
男
女
平
等
条
例
ま
た
は
男
女

平
等
行
動
計
画
の
推
進

②
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
く
、
特
定
事
業
主

行
動
計
画
の
点
検
と
着
実
な

実
施

③
職
場
の
男
女
平
等
の
実
現
に

向
け
た
具
体
的
な
改
善
策
の

策
定

④
職
場
の
男
女
平
等
を
推
進
す

る
た
め
の
労
使
協
議
の
場
の

設
定

⑤
産
別
統
一
闘
争
を
と
お
し

て
、
組
合
活
動
へ
の
男
女
の

参
画
な
ど
、
男
女
が
と
も
に

担
う
組
合
運
動
の
推
進

■
「
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」

に
つ
い
て
は
昨
年
度
、
策
定
か

ら
５
年
目
を
迎
え
見
直
し
の
時

期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い

く
つ
か
の
単
組
で
見
直
し
が
行

わ
れ
た
も
の
の
、
改
定
さ
れ
て

い
な
い
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

両
立
支
援
に
関
す
る
休
暇
制
度

の
取
得
状
況
な
ど
を
把
握
し
、

推
進
し
や
す
い
計
画
と
な
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
一
般

事
業
主
」
に
つ
い
て
は
２
０
１

１
年
４
月
か
ら
1
0
1
人
以
上

の
事
業
所
に
お
い
て
「
行
動
計

画
」
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
関
連
職
場
で
策
定

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

■
改
正
育
児
介
護
休
業
法
に
基

づ
き
条
例・規
則
の
改
正
を
！

　

2
0
1
0
年
４
月
に
民
間
の

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
公
務

職
場
も
６
月
30
日
ま
で
に
施
行

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
自
治
体
に
お
い
て
も
条
例
・

規
則
の
改
正
に
む
け
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

（
改
正
内
容
は
左
図
を
参
照
し

て
下
さ
い
）

■
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
職
場
の

男
女
平
等
を
チ
ェ
ッ
ク

　

県
本
部
で
作
成
し
た
「
男
女

平
等
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
活

用
し
、
男
女
平
等
産
別
統
一
闘

争
の
意
義
を
周
知
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
全
組
合
員
で
職
場
の

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

■
県
本
部
で
の
取
り
組
み

　

県
本
部
で
は
、
５
月
14
日
〜

15
日
に
「
県
本
部
リ
ー
ダ
ー
ズ

セ
ミ
ナ
ー
」
、
19
日
に
単
組
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
こ
の
闘

争
に
向
け
た
提
案
を
行
い
、
意

思
統
一
し
ま
し
た
。
６
月
の
闘

争
月
間
に
は
、
市
長
会
・
町
村

会
へ
の
申
し
入
れ
行
動
を
は
じ

め
、
単
組
オ
ル
グ
・
首
長
申
し

入
れ
を
実
施
し
ま
す
。

■
産
別
統
一
闘
争
か
ら
通
年
闘

争
へ

　

こ
の
男
女
平
等
産
別
統
一
闘

争
も
９
年
目
を
迎
え
、
単
組
の

取
り
組
み
状
況
に
差
は
あ
る
も

の
の
定
着
し
た
運
動
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

単
組
に
よ
っ
て
は
確
定
期
に

改
善
さ
れ
て
い
る
事
項
も
あ

り
、
６
月
の
闘
争
月
間
だ
け
で

な
く
年
間
を
通
し
た
取
り
組

み
、
継
続
し
た
取
り
組
み
へ
と

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
職
場
や
地
域
の
状
況
に

合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
展
開
し

ま
し
ょ
う
。●要求書の提出　

　　６月４日(金)
●交渉ゾーン　
　　６月４日(金)～１7日(木)
●回答指定日　
　　６月１６日(水)

●統一交渉日　
　　６月１７日(木)
●統一行動日　
　　６月１８日(金)
●戦術内容
　　時間外集会

闘争日程

POINT 交渉には女性役員も参画を！！
生の声を届けよう

先
へ
未
来
へ

す
す
め
よ
う
男
女
平
等

先
へ
未
来
へ

す
す
め
よ
う
男
女
平
等

6月
は

Let’s
Challenge

組織内議員として
思うこと

岐阜県職員労働組合連合会
（岐阜県職員組合専従）
福田 五月さん

わたしの

ワーク
ライフ

バラン
ス

わたしの

ワーク
ライフ

バラン
ス

～家事と仕事と
　　私事（わたくしごと）～

闘
争
の
柱

１　

雇
用
主
要
求
に
よ
る
男
女
平
等
の
実
現

２　

地
方・国
へ
の
政
策
要
求
に
よ
る
男
女
平
等
の

法
制
度・社
会
環
境
の
整
備

３　

労
働
組
合
へ
の
男
女
平
等
参
画
の
推
進

①闘争委員会の設置
○闘争委員長または事務局長職のうち１人以
上の女性役員を配置する
○闘争委員会全体の構成は一方の性が40%
を下回らないようにする
○女性部役員を複数以上配置する
○県本部中央執行委員、県本部女性部役員を
配置する

②職場点検の実施
県本部が作成した「男女平等チェックシート」
を活用し職場点検を実施します。

　　　　　　　　　↓
　　　　　　要求書を作成
③自治体首長あてに要求書を提出します。

④闘争委員長、事務局長を中心に当局に対する交渉
を行います。

　

⑤交渉結果を組合員へ報告

単組の取り組み
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中
津
川
市
職
員
組
合
組
織
内

議
員
と
し
て
市
議
会
に
送
っ
て

い
た
だ
き
３
期
目
の
最
終
年
12

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
言
葉
を

変
え
れ
ば
、
「
一
昔
」
前
か
ら

議
会
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
わ
け
で
す
。
東
濃
５
市

で
唯
一
組
織
内
議
員
の
い
な
い

市
と
い
う
こ
と
で
、
県
本
部
か

ら
も
大
き
な
力

を
頂
い
た
と
感

謝
し
て
お
り
ま

す
。
組
合
に

と
っ
て
も
自
治

労
に
と
っ
て

も
、そ
う
い
う

時
代
背
景
で

あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。

　

毎
議
会
欠
か
さ
ず
行
う
一
般

質
問
に
お
い
て
は
、
組
合
員
の

労
働
環
境
を
守
る
と
言
う
観
点

か
ら
、
年
２
回
は
一
般
質
問
に

職
員
、
組
合
員
に
関
わ
る
質
問

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
心
掛
け

て
い
ま
す
が
、
議
場
で
は
極
端

な
組
合
活
動
的
発
言
に
は
限
界

が
あ
り
、
完
全
燃
焼
で
き
な
い

部
分
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
思
い
で
は
、
議
員
に

な
っ
た
年
に
人
事
院
勧
告
の
遡

及
を
し
な
い
と
い
う
総
務
課
の

提
案
に
対
し
、
当
時
の
委
員
長

と
市
長
談
判
を
行
い
完
全
実
施

に
至
っ
た
こ
と
と
、
昨
年
の
中

津
川
市
独
自
の
職
員
給
与
の
削

減
案
に
対
し
、
役
員
と
連
携

し
厳
し
い
状
況
の
中
、長
期
交

渉
に
お
い
て
苦
渋
の
妥
結
を

し
た
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
等
厳
し
い
公

務
員
環
境
が
続
く
中
、
併
せ

て
職
員
の
組
合
意
識
の
多
様

化
に
適
宜
対
応
す
る
た
め
に

頑
張
っ
て
み
え
る
組
合
執
行

部
を
し
っ
か
り
補
佐
し
、
組

合
員
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

勤
労
者
、
市
民
の
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
」
へ
の
民
主

的
市
政
に
向
け
て
、
荒
海
を

「
駆
逐
艦
」
と
な
り
、
「
潜

水
艦
」
（
こ
れ
が
重
要
）
と

な
っ
て
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「岐阜の地域医療を考えるシンポジウム2010」
を開催します

2010年６月12日（土）13:00～16:30　土岐市「文化プラザ・ルナホール」
みなさんのご参加をお願いします

セクハラ・パワハラに関する調査にご協力を！
全組合員を対象に、6月に標記調査を実施します。ハラスメントの実態を把握し、予防や対策に役立てます。

※詳しくは、組合事務所・組合役員へお尋ね下さい。

▲18単組から95人が参加した

吉村 久資
中津川市議会議員

　

新
入
職
員
を
は
じ
め
入
職
３

年
程
度
の
組
合
員
を
対
象
に
、

『「
労
働
組
合
と
は
何
か
、自
治

労
と
は
ど
ん
な
組
織
か
」「
自
分

た
ち
の
賃
金
･
休
暇
制
度
」
等

に
つ
い
て
基
礎
的
な
こ
と
を
学

び
、
単
組
を
超
え
た
仲
間
づ
く

り
の
第
一
歩
と
し
て
、学
習
・

交
流
を
行
う
』
を
目
的
に
、県

本
部
で
は
、
は
じ
め
て
と
な
る

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
、
18
単
組
95
人（
内
女

性
32
人
）
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、岡
田
青
年
部
長

を
講
師
に
、「
労
働
組
合
と
は
？

自
治
労
と
は
？
」の
学
習
を
行

い
、労
働
組
合
の
起
源
や
労
働

組
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
、自

治
労
の
組
織
や
県
本
部
の
構

成
、主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
衆
議
院
議

員
・
柴
橋
正
直
氏
か
ら
「
私
の

挑
戦
〜
国
会
議
員
に
な
っ
て

〜
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け

た
。
柴
橋
氏
は
、
「
あ
き
ら
め

た
ら
終
わ
り
、
あ
き
ら
め
な
け

れ
ば
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
い
る
。
誰
か
は
必
ず

見
て
く
れ
て
い
る
、
苦
し
い
時

こ
そ
そ
の
中
へ
飛
び
込
ん
で
行

く
こ
と
が
大
切
だ
」
そ
し
て

に
つ
い
て
」、労
働
組
合
の
基
礎

と
な
る
「
私
た
ち
の
賃
金
・
休

暇
制
度
に
つ
い
て
」
加
藤
書
記

長
を
講
師
に
学
習
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
12
グ
ル
ー
プ
に
わ

か
れ
、
仕
事
や
職
場
の
こ
と
、

役
所
に
入
っ
た
感
想
、
今
日
の

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
等
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
交
流
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
損
し
な
い
共
済
の

か
け
方
と
し
て
自
治
労
共
済
の

説
明
を
大
矢
共
済
事
務
局
長
か

ら
受
け
た
。

　

最
後
に
中
田
青
年
部
書
記
長

は
、「
疑
問
や
不
満
を
伝
え
る
場

所
は
労
働
組
合
し
か
な
い
、困
っ

た
時
は
組
合
を
頼
り
に
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
、
加
藤
書
記
長

は
、「
組
合
は
仲
間
づ
く
り
や
相

談
を
す
る
場
。
今
日
出
会
っ
た

チ
ャ
ン
ス
を
有
効
に
活
用
し
繋

が
り
を
深
め
て
欲
し
い
。
組
合

を
難
し
く
考
え
ず
、
こ
れ
か
ら

も
参
加
を
し
て
欲
し
い
。
将
来

は
み
な
さ
ん
に
か
か
っ
て
い

る
。
自
信
を
持
っ
て
進
ん
で
欲

し
い
」
と
ま
と
め
た
。

出産 育児
休業

最長
３年

現　行

妻

夫

改正後

妻

夫

夫

産後休暇

産後休暇

産後休暇

妻
専業主婦（夫）

産後パパ育休

育児休業

育児休業

育児休業

育児休業

育児休業

育児休業

育児休業
勤務

（最低３ヶ月）

育児休業
（復帰）勤務
（最低３ヶ月）

勤務

勤務

勤務

勤務
（最低３ヶ月） 育児休業育児休業

例１

例２

夫
産後パパ育休 育児休業 育児休業

例３

夫
産後パパ育休も
取得可能

例５

妻例４

２人同時に
取得が可能！

産後パパ育休から続けて
育児休暇の取得も可能

配偶者が専業主婦（夫）であっても
育児休暇を取得することができます

特別な事情がなくても再度の取得が可能になる。
今までは、再度の取得に際しては、

特別な事情がないと再取得できなかった。

計画書を提出し、さらに３月の期間をはさんで
交互でしか取得できなかった。

再度の育児休暇は、計画書を提出して、夫婦が３月以上交互に育児休暇を取得しないといけ
なかったが、改正後は計画書を提出し３月以上の期間があれば再度の取得が可能になった。

子の出生の日及び産後８
週の期間内に、最初の育
児休業をすることを「産
後パパ育休」と言います！

産後パパ育休って何？

新設！

「
こ
れ
か
ら
は
地
方
分
権
の
時

代
、
自
治
体
が
生
き
残
る
に

は
、
そ
こ
で
働
く
若
い
み
な
さ

ん
の
行
動
力
に
か
か
っ
て
い

る
、
と
も
に
が
ん
ば
っ
て
行
こ

う
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

質
疑
で
は
、
３
人
の
参
加
者

が
「
地
方
分
権
の
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
分
権
が
進
ん
だ
と

き
の
財
政
に
関
し
て
、
事
業
仕

分
け
に
つ
い
て
」
質
問
し
、
最

後
に
同
世
代
で
あ
る
柴
橋
さ
ん

に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

続
い
て
、
夏
の
参
議
院
選
挙

に
向
け
「
政
治
活
動
の
必
要
性

仲
間
づ
く
り
の
第
一
歩

ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

2
0
1
0
年
5
月
15
日（
土
） 

岐
阜
市・グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

【今回は改正のポイント❶について解説します】

育児休業法が改正されます!

2010
年

6月30
日

施行

ポイント
❶「産後パパ育休」の新設
　夫婦が同時に育休取得が可能に
❷超過勤務の制限（免除）の新設

❸子の看護休暇の日数と要件が拡大
　短期介護休暇が新設
❹非常勤職員も❸が適用されます

※公共民間単組は就業規則で定めるよう求めましょう。

組織内議員として
思うこと

岐阜県職員労働組合連合会
（岐阜県職員組合専従）
福田 五月さん

わたしの

ワーク
ライフ

バラン
ス

わたしの

ワーク
ライフ

バラン
ス

～家事と仕事と
　　私事（わたくしごと）～

闘
争
の
柱

１　

雇
用
主
要
求
に
よ
る
男
女
平
等
の
実
現

２　

地
方・国
へ
の
政
策
要
求
に
よ
る
男
女
平
等
の

法
制
度・社
会
環
境
の
整
備

３　

労
働
組
合
へ
の
男
女
平
等
参
画
の
推
進

　振り返ってみると、家事と仕事と「私事（わたくしごと）」が刻 と々その
比率を変える中で、これまでの社会人生活を過ごしてきたように思いま
す。
　家事（特に炊事）は生きていくために必要不可欠。家事の中に自分な
りの楽しみを見つければ、快適な生活が実現できるはずです。しかし私
の場合は、「家事は必要最低限」と考えており、しかもそのレベルがかな
り低いので、周囲からは、「家の事を放っておいて」と非難されそうです。
幸い、少 （々かなり？）部屋が散らかっていようが気にしない家族ですの
で、安心して、日々そのレベルを下げているところです。
　仕事には、生活の糧を得るための勤務の他にも、子ども・地域に関係
する活動などがあります。４月以降、子どものスポーツ少年団に関する
活動時間が徐々に増えており、他の時間を圧迫しつつあります。しかし、
このような活動があってこそ人との出会いがあるものと思い、励んでい
ます。
　そして残りの時間を私事に使うわけですが、一番優先させているの
は睡眠時間という情けない状況です。睡眠時間をもう少し削って人並
みにすれば、きっと充実した私生活が送れるはず。本を読んだり、凝った
料理を作ったり、スポーツをしたり、、、
　短い睡眠で足りる人をうらやましく思いながら、理想のワークライフ
バランス実現を目指して試行錯誤を続けています。



（4）

◇再生紙を使用しています

2010年6月1日（第822号）

　

脇
の
下
が
1
カ
月
ほ
ど
痛
く
、

も
し
か
し
て
骨
折
か
と
思
っ
て

い
た
ら
や
っ
ぱ
り
肋
骨
が
折
れ

て
い
た
。
す
で
に
く
っ
つ
い
て

い
る
様
子
で
骨
の
一
部
が
盛
り

上
が
っ
て
い
た
▼
慣
れ
て
な
い

こ
と
を
急
に
、そ
れ
も
今
ま
で
や

っ
て
い
る
人
に
呆
れ
ら
れ
る
く

ら
い
や
っ
た
の
が
い
け
な
か
っ

た
▼
原
因
は
ゴ
ル
フ
の
練
習
。

誘
っ
て
も
ら
っ
て
も
や
ら
な
か

っ
た
が
、コ
ー
ス
に
出
る
こ
と
に

し
た
▼
散
々
な
結
果
。
当
然
自

分
の
道
具
で
は
な
く
後
輩
に
譲

っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
ま
と

も
に
練
習
せ
ず
に
参
加
し
た
た

め
だ
▼
「
お
金
を
か
け
な
い
と

う
ま
く
は
な
ら
な
い
よ
」
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
鵜
呑
み
に
し
、

ク
ラ
ブ
を
中
古
で
購
入
。
元
を

と
る
た
め
に
、上
手
く
な
ら
な
い

と
楽
し
め
な
い
と
思
い
極
端
な

練
習
を
し
た
た
め
▼
練
習
で
け

が
を
し
て
楽
し
む
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
っ
た
。
ま
っ
た
く
情
け

な
い
話
で
あ
る
▼
当
局
と
の
交

渉
、
話
し
合
い
に
お
い
て
事
前

に
執
行
部
で
十
分
な
協
議
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、そ
の

段
階
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
す

ぎ
て
は
い
け
な
い
。
話
し
合
い

の
中
で
良
い
結
果
が
で
る
こ
と

も
あ
る
。
普
段
の
役
員
間
の
信

頼
関
係
、
組
合
活
動
の
浸
透
が

必
要
で
あ
ろ
う
▼
ま
た
問
題
が

発
生
し
た
際
の
迅
速
な
対
応
も

必
要
に
な
る
。
原
因
に
よ
っ
て

対
処
方
法
も
決
ま
る
し
、解
決
も

早
く
な
る
だ
ろ
う
▼
わ
か
っ
て

い
て
も
な
か
な
か
難
し
い
。
肋

骨
は
特
別
な
治
療
を
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
安
静
に
す
る
だ

け
。
道
具
代
の
元
を
取
り
、
楽

し
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
時
間

が
掛
か
り
そ
う
。　
　

  

（
Ｋ
）

　

「
5
・
15
沖
縄
平
和
行
進
」

は
、
普
天
間
基
地
問
題
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

中
、
第
33
回
の
開
催
と
な
っ

た
。
沖
縄
県
内
・
全
国
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
平
和
行
進
団
3
，

8
0
0
人
は
、
5
月
14
・
15

日
、
3
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

「
基
地
の
な
い
沖
縄
」
を
訴
え

行
進
し
た
。
16
日
に
は
、
普
天

間
基
地
（
周
囲
13
㎞
）
を
1
7
，

0
0
0
人
の
「
人
間
の
鎖
」
で

包
囲
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
岐
阜

4
人
（
う
ち
県
本
部
2
人
）
が

参
加
し
た
。

　

参
加
し
た
東
コ
ー
ス
は
、
1

日
目
、
辺
野
古
〜
金
武
町
（
18

㎞
）
、
2
日
目
、
北
中
城
村
〜

宜
野
湾
市
（
10
㎞
）
。

　

休
憩
し
た
役
場
や
市
役
所
で

の
首
長
や
職
員
の
激
励
、
沿
道

市
民
の
声
援
を
受
け
た
。
ま

た
、
行
進
で
脇
道
や
交
差
点
で

通
行
を
止
め
る
が
、
「
邪
魔

だ
」
と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
風
雨
の

中
、
懸
命
に
行
進
団
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
地
元
ス
タ
ッ
フ
。
「
包

囲
行
動
」
を
実
況
生
中
継
す
る

ラ
ジ
オ
。

　

平
和
行
進
の
歴
史
と
同
時

に
、
沖
縄
の
背
負
わ
さ
れ
て
い

る
負
担
「
基
地
の
島
・
沖
縄
」

を
実
感
し
た
。
行
進
休
憩
時

に
、
地
元
参
加
の
70
代
女
性
か

ら
チ
ョ
コ
を
頂
い
た
。
「
沖
縄

の
『
肝
心
（
ち
む
ぐ
く
る
）
』

を
岐
阜
に
持
ち
帰
っ
て
。
」
と

笑
顔
で
の
言
葉
が
心
に
残
る
。

〈
岐
阜
市
職
労
・
富
田
耕
二
〉

▲「復帰38年5.15平和とくらしを守る県民大会」
雨の中3,800人が参加した。　

　

５
月
14
〜
15
日
、
岐
阜
市
の

十
八
楼
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
自
治
労
を
取
り
巻
く
諸
課

題
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

　

第
１
講
座
で
は
、
労
働
基
本

権
が
回
復
し
た
時
の
た
た
か
い

の
方
法
を
学
ぶ
た
め
「
民
間
労

組
の
闘
争
」
と
題
し
、
U
I
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
岐
阜
県
支
部
の
畑

慎
一
支
部
長
か
ら
民
間
職
場
の

労
働
組
合
実
態
や
春
闘
期
の
取

り
組
み
や
、
団
体
交
渉
の
進
め

方
と
留
意
点
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　

第
２
講
座
で
は
、
「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
予
防
と
対
応
」
に

つ
い
て
、
自
治
労
三
重
県
本
部

労
働
安
全
衛
生
顧
問
医
の
猪
野

亜
朗
先
生
よ
り
講
演
を
受
け

た
。
自
治
体
で
は
う
つ
病
に
か

か
る
職
員
が
15
年
間
で
６
倍
と

な
っ
て
お
り
、
一
生
の
う
ち
に

う
つ
病
に
か
か
る
人
は
６
〜
７

人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
う
つ
病
は
単
に
「
心
の

風
邪
」
で
は
な
く
、
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
、
疲
労
、
不
眠
等
か
ら

く
る
脳
へ
の
血
流
低
下
に
よ
る

脳
機
能
の
低
下
が
起
因
し
、
再

発
率
が
高
い
こ
と
か
ら
予
防
が

一
番
大
事
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
人

の
職
場
復
帰
に
む
け
て
の
対
応

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

２
日
目
は
、
最
初
に
加
藤
書

記
長
が
2
0
1
0
男
女
平
等
産

別
統
一
闘
争
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、今
年
の
運
動
重
点
課
題
、

県
本
部
・
単
組
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
起
し
、６
月
に
施
行

さ
れ
る
育
児
休
業
法
等
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
続
い
て
、特
定
事
業
主
行

動
計
画
が
５
年
目
を
迎
え
た
昨

年
度
、見
直
し
を
行
っ
た
自
治

体
の
中
か
ら
瑞
浪
市
労
連
・
工

藤
書
記
長
よ
り
単
組
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、本
部
の
合
田
総
務

報
道
局
長
の「
自
治
労
版
ジ
ェ

ン
ダ
ー
監
査
の
取
り
組
み
」で

は
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
監
査
の
目
的

や
、自
治
労
本
部
内
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
監
査【
労
働
組
合
編
】を
実

施
し
た
結
果
を
検
証
し
な
が
ら

取
り
組
み
の
必
要
性
を
説
明
さ

れ
た
。引
き
続
き
、合
田
局
長
が

第
22
回
参
議
院
選
挙
闘
争
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、前
回
の
選
挙

と
同
じ
く
名
前
を
記
入
す
る
こ

と
の
大
切
さ
、組
織
内
候
補
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
監
査
と
は
】

　
社
会
的
な
意
思
決
定
機
関
や
ポ

ス
ト
、雇
用
や
登
用
な
ど
に
お
け
る

男
女
の
偏
り
の
度
合
い
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
ラ
ン
ス
と
い
う
。社
会
政
策
や
制

度
、職
場
の
あ
り
方
な
ど
を
ジ
ェ
ン

ダ
ー（
文
化
的
社
会
的
に
つ
く
ら
れ

た
性
別
・
性
差
）の
視
点
で
分
析
・
点

検
し
、デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
課
題
の
改

善
を
は
か
る
こ
と
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
監
査

と
い
う
。
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昨
年
８
月
の
政
権
交
代
以

降
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
は
「
年
齢
で
区
分
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止

し
、
新
た
な
地
域
医
療
保
険
制

度
に
向
け
た
議
論
を
進
め
る
」

「
２
０
１
３
年
の
新
制
度
施
行

に
向
け
、
２
０
１
１
年
の
通
常

国
会
に
法
提
案
を
め
ざ
す
」
と

し
て
「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革

REPORTREPORT
国保連合会労組

会
議
」
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
の
行
政

刷
新
会
議
で
は
「
国
保
連
と
支

払
基
金
の
統
合
」
に
つ
い
て
事

業
仕
分
け
の
対
象
と
な
り
「
統

合
に
向
け
た
見
直
し
」
と
結
論

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
国
保
連
職
場
は
、
国

保
法
に
基
づ
き
、
保
険
者
の
共

同
体
と
し
て
各
都
道
府
県
に
設

立
さ
れ
た
公
法
人
で
あ
り
、
制

度
改
正
や
政
治
の
動
向
に
よ
っ

て
は
職
場
の
存
続
が
左
右
さ
れ

る
職
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
度
は
国
保
連
職

場
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
重
要

な
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

の
国
保
連
職
場
が
自
治
労
国
保

労
組
協
議
会
に
結
集
し
、〝
２

０
１
０
年
度
を
行
動
の
年
〞
と

し
て
「
職
場
の
安
定
確
保
と
雇

用
を
守
る
た
た
か
い
」
の
取
り

組
み
に
向
け
「
制
度
政
策
提
言

《
第
一
次
案
》
」
を
作
成
す
る

と
と
も
に
職
場
討
議
及
び
議
員

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
職

場
討
議
で
は
、
国
保
に
携
わ
る

者
と
し
て
の
今
後
の
課
題
な

ど
、
組
合
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が

真
剣
に
考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
要
請

行
動
で
は
、
４
月
10
日
に
県
本

部
櫻
井
委
員
長
と
と
も
に
与
党

国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
の
８

名
に
説
明
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
園
田
康
博
議
員
か
ら
は
、

国
会
内
の
厚
生
労
働
委
員
会
委

員
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
制

度
創
設
に
向
け
た
現
在
の
状
況

や
長
妻
厚
労
大
臣
の
方
針
等
に

つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
保
連
職
場
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
い
で
す
が
、
自
分
た

ち
の
支
援
し
て
き
た
政
党
に
自

分
た
ち
の
思
い
を
強
く
訴
え
、

小
さ
な
声
を
大
き
な
力
に
代

え
、
今
後
も
私
た
ち
の
職
場
の

基
盤
強
化
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲要請書を手渡す国保労組の乾委員長

▲講演する猪野亜朗先生

～県本部野球大会～

すべての働く者の連帯で「平和・人権・労働・環境・
共生」に取り組み、労働を中心とする福祉型社会と
自由で平和な世界をつくろう」をテーマに、４～５月に
かけて県内各地でメーデーが開催されました。

歩
く
こ
と
で

オ
キ
ナ
ワ
を
身
近
に
感
じ
る

５・１５　
沖
縄
平
和
行
進

２
０
１
０
年
度
を
行
動
の
年
と
し
て
！！

大垣市労連３年ぶり１１回目の優勝

単
組
役
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
！

　

〜
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〜

18
単
組
60
人
が
参
加

県内各地でメーデーが開催されました県内各地でメーデーが開催されました

▶岐阜市内を
　デモ行進

　県本部第32回野球大会は、５月８～
９日の２日間、岐阜市の「ファミリー
パーク」「市民球場」で開催し８チーム
が参加した。
　優勝した大垣市労連は３年ぶり11
回目となり、全国大会出場をかけて、７
月31～８月１日、津市で開催される東
海地連大会に出場する。

大垣市労連
2 0

200

13

1

5/９㈰

5/８㈯

1 2 3 4
大
垣
市
労
連

多
治
見
市
労
連

岐
阜
市
職
労

土
岐
市
労
連

276554

5 6 7 8
岐
阜
県
職
連
合

中
津
川
市
職

恵
那
市
職
労

下

呂

市

職

〈岐阜市民球場〉 〈岐阜ファミリーパーク〉

比
例
代
表

岐
阜
県
選
挙
区


	自治労ぎふ822号_01.pdf
	自治労ぎふ822号_02.pdf
	自治労ぎふ822号_03.pdf
	自治労ぎふ822号_04.pdf

